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わたしの夢、語ります

志賀　優
ゆうま

磨 さん　美浜西小学校 6年 (日向)

僕の夢は、宇宙飛行士になることです。理由は、

宇宙がどうなっているか知りたいのと、月に行って

地球を見たり、太陽や火星等の他の星を直接見てみ

たいからです。

　僕は、小学4年生のときに宇宙がどうなっているか

興味を持ち、宇宙に行ってみたいという気持ちになり

ました。宇宙飛行士になったら、まだ知られていない

星を発見したり、地球みたいな星を探してみたいです。

　今は、学校にある本の中の宇宙しか知らないけれ

ど、宇宙に行ってたくさんのことを学びたいと思っ

ています。そのために、宇宙のことが書いてある本

をたくさん読んで、新しい発見や宇宙にある綺麗な

星をみんなにも広めたいです。
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新しい発見をみんなに

‐表紙の写真‐

　10月 5日に、観光列車 ｢はな
あかり ｣ が美浜駅に停車した際
に、歓迎のおもてなしイベントを
行ったときの様子です。
　おもてなしイベントでは、なびあ
す子ども合唱団による歌が披露さ
れたほか、へしこや早瀬浦等の美
浜の幸が乗客にふるまわれました。
　乗客の方たちは、美浜の幸を味
わい、気に入った特産品を道の駅
へ買い求めに行かれていました。
(関連第 11頁 )
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開催！スポGOMI大会 in美浜町 × スポGOMI甲子園福井県予選大会  3

令和5年度美浜町の決算報告  4
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　10月 6日に、スポGOMI 大会 in 美浜町とスポGOMI 甲子

園2024福井県予選大会が松原海岸で同時開催されました。

　スポGOMI とは、3人以内でチームを作り、定められたエ

リアで制限時間内にゴミを拾い、拾ったゴミの重量と種類で

ポイントを競い合うスポーツです。

　今大会は、美しい浜プロジェクトの一環として行われ、ス

ポGOMI 大会に一般参加 6チーム、スポGOMI 甲子園に高

校生12チームの計約60人が参加しました。

　参加者は、競技開始の合図である ｢ ゴミ拾いはスポーツ

だ！ ｣の掛け声とともに、海岸に散らばっているごみを拾い

集め、ポイントを競っていました。

(左から)

倉本  悠
ゆうせい

煌 さん

澁谷  穂
ほ た か

高 さん

小林  祐
ゆ う や

陽 さん

｢スポGOMI甲子園福井県予選
 大会に参加し、優勝された｣

スポ GOMI 大会
㏌美浜町× 福井県予選大会

スポ GOMI 甲子園

参加者インタビュー

やっちんけーおー
チーム

　普段海岸を歩いていると、ゴミが多いなと

感じ、海岸を綺麗にしたいと思っていたとき

に、このスポゴミ甲子園が行われることを

知って、参加しました。

　実際にゴミを拾ってみるとペットボトルや

ビン等のゴミが多くて驚きましたが、綺麗に

なった海岸を見るとすごく達成感がありまし

たし、参加してすごく楽しかったです。

　また機会があれば、ぜひ参加したいです。

開催！開催！

美浜町防災リュックを全世帯に配布 / 令和6年度美浜町防災訓練(耳地区)
町のニュース  9

関西電力㈱大飯発電所の事故を想定した福井県原子力防災訓練が
実施されます。

13

(敦賀高校)
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令和　 年度5 美浜町 決算
報告

の
9月2日から26日にかけて開催された令和6

年第4回町議会定例会で、令和5年度の決算が

認定されました。

　今月号では、令和5年度に皆さんから納めら

れた税金や国または県からの収入がどのように

使われたのかを報告します。

町には、お金を出し入れするために3種類の会計があります。

美浜町の3種類の会計

③ 企業会計
一般の会社と同じ会計方式をとる会計です。町には｢上水道事業会計｣が

あります。(6頁)

② 特別会計
　特定の事業を行うために必要なお金を出し入れする会計です。｢診療所事

業｣や｢国民健康保険事業｣等の10の会計があります。(6頁)

① 一般会計
　町の基本的な行政サービスを行うために必要なお金を出し入れする会計

で、通常はこの会計にお金を入れたり、そこから払ったりしています。(4～5頁)

歳　　入歳　　出

歳入
123億
5,680万円
(‐4.2%)

歳出
112億
9,408万円
(-6.9％ )

名　称 金　額 対前年比

町民税
個 人 4億5,459万円 －0.4%

法 人 1億747万円 －9.4%

小　計 5億6,206万円 －2.2%

固定資産税 46億6,255万円 ＋13.2%

軽自動車税 4,108万円 ＋1.1%

たばこ税 6,783万円 －4.3％

入 湯 税 434万円 －3.2%

合　計 53億3,786万円 ＋11.0%

 町税の内訳

①町税
　53億
　3,786万円

(+11.0％ )

※ (　) は対前年比

⑭町債
　3億 8,500万円

(+183.1％ )

※ (　) は対前年比

①議会費　
　1億 3,812万円

(+43.5％ )

用 明説語

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑧ 地方譲与税･･･地方揮発油譲与税、自動車重量譲
与税、森林環境譲与税

⑨ 各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地
方消費税交付金、環境性能割交付金、自動車取得
税交付金

⑩ その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑪ 地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の行政サー
ビスを提供できるよう、財政状況に応じて国から交
付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部ま
たは一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
　使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料等
　手数料･･･税の証明や住民票の交付等の手数料

⑫ 国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑬ 県支出金･･･市町村の特定の事業等の経費に対し
て県から交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑦諸収入･･･ほかの収入科目に含まれない収入で、
延滞金や預金利子、雑入等

⑭町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

② 総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③ 民生費･･･児童福祉･障がい者への福祉サービスや
老人福祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④ 衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥ 農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営にかかる経費

⑦ 商工費･･･中小企業の振興育成･雇用促進、観光振
興にかかる経費

⑧ 土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩ 教育費･･･小中学校の管理･運営、体育施設の管理
運営、社会教育、学校給食にかかる経費

歳　入

歳　出

④寄附金･･･個人･団体から贈与されたお金

⑪ 公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費

町民 1人あたりに使われたお金
(令和6年 3月 31日時点の人口8,753人で計算 ) 約129万円
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町民 1人あたりに使われたお金
(令和6年 3月 31日時点の人口8,753人で計算 )

自
主
財
源
63・

0％

依
存

財
源
37
・
0
％

③使用料及び手数料　8,676万円 (-0.1％ )

④寄附金　1億 8,800万円 (+35.1％ )

⑤繰入金10億 4,541万円 (+45.3％ )

⑦諸収入 6億 5,402万円 (-60.8％ )

⑬県支出金
　15億8,250万円

(+3.5％ )

⑫国庫支出金
　18億 1,193万円

(-11.7％ )

⑪地方交付税
　3,772万円

(-65.8％ )

⑩その他交付金
　948万円 (-0.9％ )

(+1.3％ )

⑨各種税交付金
　2億9,693万円

(-2.6％ )
⑧地方譲与税　
　6,143万円

⑥その他　7億 8,750万円 (-35.1％ )

②分担金及び負担金　7,226万円 (+2.3％ )

②総務費
　24億7,110万円

(-35.2％ )

③民生費
　20億
　8,666万円

(+34.8％ )

④衛生費
　17億 5,003万円 (+29.1％ )

⑤労働費　
　3,294万円 (-1.2％ )

⑥農林水産業費
　7億 1,264万円 (+11.4％ )

⑦商工費
　8億 9,225万円 (-12.9％ )

⑧土木費
　11億 8,681万円

(-17.1％ )

⑨消防費
　3億 6,858万円

(-39.9％ )

⑩教育費
　11億 1,571万円 (+0.7％ )

⑪公債費
　5億 3,924万円 (+17.1％ )

⑥その他･･･財産収入、繰越金
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会計 内容 歳入 歳出 差引額

診療所事業 東部診療所と丹生診療所を運営する
ための会計 1億740万円 1億740万円 0万円

国民健康保険事業 自営業の方や退職者等の医療費等を
給付するための会計 11億6,163万円 10億7,104万円 9,059万円

後期高齢者医療事業 75歳以上の高齢者等の保険料を収納･
納付するための会計 1億5,376万円 1億5,260万円 116万円

介護保険事業 高齢者の介護サービス、介護予防・
生活支援等を行うための会計 12億4,127万円 10億9,851万円 1億4,276万円

簡易水道事業 簡易水道施設の整備･管理を行うた
めの会計 2億3,807万円 2億3,788万円 19万円

集落排水処理事業 集落排水処理施設の整備･管理を行
うための会計 1億8,138万円 1億5,887万円 2,251万円

公共下水道事業 公共下水道施設の整備･管理を行う
ための会計 6億5,988万円 6億3,433万円 2,555万円

産業団地事業 産業団地の整備等を行うための会計 5億4,630万円 5億4,482万円 148万円

住宅団地事業 住宅団地の整備や分譲促進を行うた
めの会計 1億4,991万円 3,423万円 1億1,568万円

道路用地取得事業 国道27号交通安全事業にかかる道路
用地取得を行うための会計 1億7,630万円 1億781万円 6,849万円

企業会計
企業会計は法律で設置が義務付けられている会計で、美浜町は、地方公営企業法の「水道の
給水人口が5,000 人を超える自治体」に該当するため、上水道施設の整備 ･管理を行う上
水道事業会計を設けています。

会計 収入 支出 差引額

上水道事業
収益的収支(水道料等での収支) 1億7,004万円 1億5,308万円 1,696万円

資本的収支(施設建設等の収支) 1億4,235万円 1億9,946万円 －5,711万円(※1)

( ※ 1) 資本的収支で不足した5,711万円は、将来、施設改修等のために保有している資金で補てんしました。

特別会計
特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられている会計のことで、
それぞれの会計が独自で収入･支出の経理をしています。町の特別会計は全部で10会計で、
それぞれの決算額は次のとおりです。

名称 内容 交付金額

電源立地地域
対策交付金

　町内公共施設の職員人件費や光熱水費、管理委託料、保育
園の職員人件費、子どもの医療費助成等に活用しました。

 9億3,339万円

原子力発電施設等
立地地域基盤整備
支援事業交付金

　上水道事業への統合に向けた送水管の布設工事や、保健
福祉センターの大規模改修工事に向けた基金、町内一時避
難所の改修に向けた基金の造成等に活用しました。

 5億9,154万円

広報･調査等
交付金

原子力関連の広報誌等の発行や広報番組の放送、掲示板
等の維持管理、町原子力環境安全監視委員会を開催し、視
察調査や情報収集等を行いました。

  1,434万円

原子力発電所の立地に伴う交付金の活用状況
　町には、原子力発電所が立地していることにより、国や県から ｢電源立地地域対策交付金 ｣や ｢原

子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金 ｣等が交付されています。

　町では、これらの交付金を活用して次のような事業を実施しました。

■令和5年度の主な事業

美
浜
町
の
財
政
状
況
は

健
全
で
す

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

で
は
、4
つ
の
財
政
指
標
と
、

公
営
企
業
会
計(

美
浜
町
で
は
、上
水
道
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、集
落
排
水
処
理
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
産
業
団
地
事
業
、
住
宅
団
地
事
業
が
該
当)

の
資
金
不
足
比
率
で
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算
定
の
結
果
、
美
浜
町
は
い
ず
れ
の
指
標
も
財
政

状
況
の
悪
化
を
示
す
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

14.79%

19.79%

20%

30%

25% 35%

20%

350%

不足なし

〈各指標〉 健全 悪化

黄
信
号

黄
信
号

赤
信
号

赤
信
号

各
指
標
の
説
明

黒 字

黒 字

8.4%

53.3%

⑤資金不足比率 不足なし

各

①実質赤字比率
　一般会計等 ( 美浜町では一般会計、診療所事業、道路用地取得事業 )
の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、一般会計等決算
の実質収支 (※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

各
指
各

の実質収支 (※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、
全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

の
標
の

全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

③実質公債費比率
　借金の返済負担の重さを示す比率。

明
説
明

　借金の返済負担の重さを示す比率。

④将来負担比率
　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。

⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額から経営状況の深刻度をみる比率。美浜町
では、6会計とも資金不足がないため、比率は表記されません。

(※ 2) 歳入総額から歳出総額を差し引き、更に、次年度に繰り越して行う事業に必要な財源を差し引いたもの。

美浜町の値
黄信号黄信号

浦見川を航行する電池推進遊覧船 ｢Grebe｣

　再生可能エネルギーで航行する電池推進遊覧船

｢Grebe(2 隻目 )｣ が完成しました。

　レイクセンターでは、令和 5年 10月から、2隻

体制による運行を行っています。

■三方五湖ゾーン整備事業
1億6,060万円[事業費] 

　竣工から 30年が経過した庁舎の安全性・利便性

を向上させるため、屋上の防水加工や外壁タイル、

てすり等の更新改修を実施しました。

　また、次年度の本庁舎及び別棟内の大規模改修に

向けた設計業務を行いました。

■庁舎改修事業
1億6,860万円[事業費] 

外壁等を改修した役場庁舎

船　名 G
グリ ー ブ

rebe(久々子湖にいる水鳥 カイツブリの英名 )
材　質 軽合金製 (アルミ製 )
全　長 18m
席　数 31席

○完成した電池推進遊覧船の主な使用
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　野球場等屋外施設は供用開始から 33年が経ち、

経年劣化や破損が生じていることから、野球場の受

変電設備機器、多目的運動場とテニス場の照明設備

の更新工事を行いました。

　また、これらに関わる更新工事の監理業務の委託

も行いました。

■総合運動公園改修事業
[事業費] 1億452万円

総合運動公園

　平成 9年 12月に保健福祉センター内に整備した

非常用発電機の老朽化が進行し、大規模災害等によ

り長時間停電が発生した場合に、福祉避難所として

の役割を果たせなくなる可能性があることから、新

たな発電機の設置工事を実施しました。

■保健福祉センター防災機能強化事業
1億3,352万円[事業費] 

保健福祉センターはあとぴあ

　令和 5年 6 月から、新しいデマンド交通「チョイ

ソコみはま」の実証運行を開始しました。

　これまでの定時定路線の運行では対応できなかっ

た、運行頻度や停留所までの距離を改善し、ＡＩによ

る最適ルートでの速達性を確保しています。

■公共交通運行事業
5,538万円[事業費]

運行を開始した ｢チョイソコみはま ｣バス

　北陸新幹線敦賀駅開業に向けて、町のにぎわいを

創出するため、道の駅 ｢若狭美浜はまびより ｣を整

備しました。

　また、はまびよりを適切に運営するために、民間

事業者によるモニタリング等を実施しました。

■美浜町スマートコンパクトシティ魅力創造拠点整備事業
2億1,814万円[事業費] 

道の駅 ｢若狭美浜はまびより ｣

美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

美浜町防災リュックを町内全世帯に配布
災害に家族で備える

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

町
で
の
防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
配
布

は
、
28
年
ぶ
り
で
1
月
1
日
に
発

生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
受
け
、

町
民
の
防
災
意
識
と
防
災
対
応
能

力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
地

区
・
自
主
防
災
組
織
等
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
1
世
帯
に
1
つ
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
家
屋
の

倒
壊
や
水
道
設
備
の
損
害
が
相
次

ぎ
、
衛
生
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と

か
ら
防
災
リ
ュ
ッ
ク
に
は
、
収
縮

式
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
ボ
デ
ィ
ー
シ
ー

町

ト
、
給
水
バ
ッ
グ
等
、
町
の
防

災
士
と
協
議
し
、
決
定
し
た
全

22
品
目
を
収
納
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
非
常
食
や
飲
料
水
、

人
に
よ
っ
て
サ
イ
ズ
が
異
な
る

も
の
は
収
納
し
て
い
ま
せ
ん
。

同
封
し
て
い
る｢

持
ち
出
し
品

リ
ス
ト(

例)｣

を
参
考
に
、
家

族
全
員
が
避
難
す
る
際
に
必
要

と
な
る
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品

を
追
加
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
防

災
リ
ュ
ッ
ク
を
準
備
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
も
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
町
民
の

皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

で
は
、
9
月
か
ら
順
次
、

町
内
の
全
世
帯
に
美
浜
町

↑各世帯へ配布されている防災リュックと防災グッズ

↑各地区・自主防災組織から区民へ配布

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　危機管理対策室
　(担当･志賀)　☎32‐6716

↑配布した防災リュックの説明(美浜中央小学校)

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、区
、自
主
防
災
組

織
を
中
心
と
し
た
災
害
発
生
時
の

行
動
や
連
絡
体
制
の
確
認
を
行
い
、

地
域
の
防
災
力
強
化
と
町
民
の
自

主
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
想
定
は
、耳
地
区
を
中

心
に
雨
が
降
り
続
き
、大
雨(

土
砂

災
害)

警
報
が
発
表
さ
れ
、今
後
も

降
雨
が
予
想
さ
れ
る
中
、新
庄
地

区
上
空
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
。

新
庄
地
区
で
土
砂
崩
れ
も
発
生

し
、県
道
が
通
行
不
能
に
な
っ
た
と

の
想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
、屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
や
戸
別
受
信
機
、防
災
ア
プ
リ

等
に
よ
る
災
害
情
報
の
伝
達
や
住

9

民
避
難
、要
配
慮
者
の
安
否
確
認
、

地
元
消
防
団
に
よ
る
区
・
自
治
会
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、区
・
自
治
会

と
自
主
防
災
組
織
が
連
携
し
た
共

助
の
手
順
の
確
認
訓
練
や
災
害
対

策
本
部
と
災
害
現
場
、自
主
避
難

所
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
、今
後
の
課

題
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

指
定
避
難
所
の
美
浜
中
央
小
学

校
で
は
、町
か
ら
配
布
さ
れ
た
防

災
リ
ュ
ッ
ク
の
説
明
や
町
が
備
蓄
す

る
防
災
物
品
の
展
示
、ワ
ン
タ
ッ
チ

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
営
訓
練
等

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、災
害
対
策
用

機
械
車
両
の
展
示
が
行
わ
れ
、参
加

者
は
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、熱
心

に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

月
29
日
に
、
耳
地
区
を
対

象
と
し
た
防
災
訓
練
を
実

↑オンラインによる災害現場中継
　(災害対策本部 )

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　危機管理対策室
　(担当･志賀)　☎32‐6716令和6年度美浜町防災訓練(耳地区)

大雨による土砂災害を想定
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↓  白熱の代表リレーでバトンをつなぐ生徒たち

9月 21日に、美浜中学校の体育祭が同校グラウン
ドで開催されました。
　当日は、リレーや綱引き等の種目のほかに、生徒
たちがこれまで練習を重ねてきた応援合戦が行われ
ました。
　生徒たちは、体育祭を楽しみながらも競技等を全力
で取り組み、優勝を目指して熱戦を繰り広げていました。

優勝を目指して一致団結

美浜中学校体育祭

↓将来の選択肢について語る髙木氏

　9月 23日に、第 1回目となるシナプス先輩大学が
なびあすで開催されました。
　この企画は、子どもたちの将来の可能性を広げ、地域愛
を醸成することを目的としており、講師にデザイナーの髙
木直也氏(大阪府在住・新庄出身)を迎え開催されました。
　髙木氏は、｢好きなことを深堀し、得意なことを見つけ
てほしい｣と聴講した中高生にエールを送っていました。

美浜出身の先輩に学ぶ

シナプス先輩大学

↓ 米寿の記念品を戸嶋町長から受け取る橘惠慶さん (右 )

　10月1日と2日に、戸嶋町長が町内の88 歳( 米寿)
と 99 歳 ( 白寿 ) 以上の方を対象に訪問しました。
　今年、町内で米寿を迎えられる方は78人で、白寿以
上の方は13人となっています。
　米寿を迎えられた橘惠慶氏宅 (丹生 )を訪問した戸嶋
町長は ｢これからも元気に長生きを｣と言葉をかけ、長
寿を祝うとともに、記念品を贈呈しました。(関連第23頁)

これからもお元気で！

すこやか長寿者訪問

↑走り高跳びをする児童

↓ 海水浴場に漂着したゴミを拾う京都伏見クラブの選手たち

9月29日に、NPO法人京都伏見クラブの選手たちに
よる清掃ボランティアが久々子海水浴場で行われました。
　この活動は、同クラブの指導者たちが指導を受けた山口
良治氏(久々子出身)と当町でのラグビー大会開催への恩
返しとして、久々子の砂浜を綺麗にしたいと行ったものです。
　当日は、漂着したペットボトルやプラスチック等の
漂着ゴミを拾い、軽トラック約6台分を収集しました。

恩師の故郷に恩返しを

京都伏見クラブ清掃ボランティア京都伏見クラブ清掃ボランティア

↓100mを走る児童たち

美浜町小学校陸上運動発表会美浜町小学校陸上運動発表会
練習の成果を発揮

　10月 9日に、美浜町小学校陸上運動発表会が美浜東小学
校グラウンドで開催されました。
　発表会では、町内 3つの小学校の児童が 100m走や走り
幅跳び、走り高跳び、ボール投げ、長距離走、リレーの競技
に出場しました。
　児童たちは、自己ベストの更新を目指し、練習の成果を存
分に発揮していました。

↓へしこ・早瀬浦等のふるまいに舌鼓をうつ乗客たち

　10月 5日に、観光列車 ｢はなあかり ｣が運行を開
始し、停車した美浜駅でおもてなしが行われました。
　この観光列車は、北陸デスティネーションキャン
ペーンに合わせて、12月 22 日までの毎週土日に敦
賀と城崎温泉を往復しています。
　おもてなしでは、なびあす子ども合唱団による歌や
町関係者等が乗客を出迎え、町のPRをしていました。

毎週土日美浜駅に停車

観光列車｢はなあかり｣出発！

↓ 児童に向けて歌で語りかける弓削田健介氏

　10月 3日に、いのちと夢のコンサートが美浜東小
学校と美浜中央小学校で開催されました。
　この企画は、児童たちにプロのパフォーマンスを間近
で見てもらうこと等を目的とし、講師に弓

ゆ げ た

削田健介氏を
迎えて行われました。
　講演では、｢いのち ｣について、歌声とともに優しく語
られ、会場は終始あたたかな雰囲気に包まれていました。

かけがえのない ｢いのち ｣について学ぶ

いのちと夢のコンサートいのちと夢のコンサート
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↓町老人クラブ連合会で初となる女性会長を務めたほか、読書ボラ
ンティア団体で定期的に読み聞かせを行う原氏 (右から 2番目 )

　10月15日に、令和6年度エイジレス章を受章した原
智津榮氏(佐田 )の受章報告会が町役場で行われました。
　エイジレス章は、年齢にとらわれず、生き生きとした
生活を実践している高齢者等を内閣府が表章している
もので、現在も現役で活動している原氏が受章しました。
　原氏は「好きで続けてきた読み聞かせの活動等を評価
いただき大変光栄です」と受章の喜びを話していました。

年齢にとらわれず、自由で生き生きと

エイジレス章受章報告式エイジレス章受章報告式

↓ 小学 3・4年生の部でスタート後、坂道を駆けあがる児童たち

　10 月 12 日に、第 5 回 Mihama Ekiden Festival
が総合運動公園で行われました。
　この催しは、駅伝競技を通して心身共に健全な小中
学生を育成することや中長距離・駅伝競技の普及等を
目的とし、町のスポーツ協会が開催したものです。
　当日は町内外の小中学生 25チーム約 90人が参加
し、秋晴れの下、熱いレースを繰り広げていました。

仲間の思いをたすきでつなぐ

第5回Mihama Ekiden Festival

関西電力㈱大飯発電所３号機の事故を想定した
   福井県原子力総合防災訓練が実施されます

日   　　時　10月25日(金)・26日(土)

対象発電所　関西電力㈱　大飯発電所３号機(おおい町)

訓 練 想 定　大飯発電所が地震により外部電源を喪失。

　　　　　　その後、事故が進展し、放射性物質が施設外に

　　　　　　放出される事態を想定

参 加 機 関　国、福井県、大飯発電所30㎞圏内の県内市町(5市町)、

                 自衛隊、消防、電力事業者　等　

▼訓練対象範囲 (PAZ・UPZ)

[ 町での訓練内容 ]

○町職員参集及び町原子力災害対策本部・町現地災害対策本部運営訓練【25日 ( 金 )、26日 ( 土 )】

　・警戒事態から全面緊急事態、放射性物質放出に至るまでの災害対策本部会議等の開催。

　・大飯原子力防災センターや、TV会議等で国、県、関西電力㈱との情報共有等を実施。

○住民への情報伝達訓練【26日 ( 土 )】

　防災情報伝達システム (屋外スピーカー、戸別受信

　機、　防災アプリ、ホームページ )、行政チャンネル、

　エリアメール等を使用した広報訓練を実施。

○屋内退避訓練【26日 ( 土 )】

　町原子力災害対策本部からの屋内退避指示により、

　自宅等において屋内退避訓練を実施。

　■ 対象：UPZ※大飯発電所から半径おおむね30km圏内
　　　　　【町内全地区】

○広域避難訓練【26日 ( 土 )】

　西郷地区の事前に参加依頼されている方は、

　バスやマイカー等で大野市へ一時移転 (避難 )

　■ 対象：UPZ【西郷地区】

戸別受信機と行政チャンネル

防災アプリ

バスによる広域避難訓練 (令和4年度実施時 )

屋外スピーカー

※  26 日 ( 土 ) には、屋外スピーカーや戸別受信機、緊急エリアメール (町内全
域 )、防災アプリ、行政チャンネル等で広報訓練を行います。訓練ですのでお
間違えのないようお願いします。

○消防団活動訓練【26日 ( 土 )】

　地元消防団による区民への避難の呼びかけ、

　一時集合施設への誘導、区内の見回りを実施。

　■ 対象：UPZ【西郷地区】

↓ 献花をする参列者たち

10月 8日に、戦没者追悼式がはあとぴあで行われ
ました。
　追悼式は、戦没者の追悼と平和社会を次世代へ継承
することを目的に開催され、約100 人が参列しました。
　美浜町遺族会の石丸会長は｢戦争の記憶が希薄化する
中、多くの尊いご英霊の犠牲の上に今の平和と繁栄があ
ることを忘れず行動していきたい｣と述べていました。

恒久平和の実現に向けて

戦没者追悼式戦没者追悼式

※ お問い合わせ先　町エネルギー政策課　危機管理対策室 (担当・志賀)　  ☎32‐6716

↓ 久々子湖沿いのごみを拾う参加者たち

10月6日に、三方五湖一斉清掃が行われました。
　この活動は、三方五湖の環境と景観の保全を目的に、
三方五湖保全対策協議会が開催したもので、町内外の団
体や企業等15団体、約100人が参加しました。
　参加者は、久々子湖や日向湖等の周辺道路・側溝等
に落ちているゴミを拾い集め、可燃ゴミや不燃ゴミ等、
軽トラック約2台分を収集しました。

湖をいつまでも美しく

三方五湖一斉清掃
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。
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。

11
月
18
日(

月)

〜

　
　
　
　
　
　

  

21
日(

木)

●

実
施
日

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・橋本) ☎32‐6716

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

※当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

11月5日(火)

午前10時頃

屋外スピーカー
戸別受信機

防災アプリ
町ホームページ

■緊急地震速報訓練

屋外スピーカー　<チャイム>　　戸別受信機　<サイレン>

　｢これは、試験配信です。緊急地震速報。大地震です。大地震です。｣

屋外スピーカー<チャイム>

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

11月20日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

■全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達試験(Jアラート)

<国民保護サイレン>
｢これは、Jアラートのテストです。｣(3回 )

～緊急地震速報・Jアラートの訓練放送～
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申告・納税と一緒に日々の業務もデジタル化しませんか？

　税務手続きだけではなく、経理等日々の業務も一貫してデジタル化することにより、単純誤りの防止に

よる正確性の向上や事務の効率化につながるとともに、リモートワークへの対応・ペーパーレス化・デー

タ連携による生産性向上・リアルタイムでの経営分析等さまざまなメリットが期待されます。

　経理等、日々の業務のデジタル化のツールとして、クラウド会計ソフトやデジタルインボイスがあり、

※お問い合わせ先　　敦賀税務署総務課　☎0770‐22‐9265

詳細はこちら

これらの IT ツールの導入に当たっては、IT 導入補助金等の支

援制度があります。詳しくは、国税庁ホームページ ｢事業者向

けデジタル化の取組・ツールのご紹介 ｣をご覧ください。

年末調整や確定申告は、
マイナンバーカードを使って自動入力しましょう

　マイナンバーカードを使ってマイナポータルと連携する

ことで、控除証明書等の必要書類のデータを一括取得し、

各種申告書の該当項目へ自動入力することができ、控除証

明書等の集計や 1件ずつ入力する手間

が不要になります。詳しくは、国税庁ホー

ムページ「マイナポータル連携特設ペー

ジ」をご覧ください。
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<訓練>緊急地震速報

緊急地震速報。大地震です。大地震です。(推定震度5弱 )
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　町では、昭和56年5月31日以前に着工され
た木造住宅の耐震診断及び補強プラン作成費用
の一部を補助します。

□ 募集件数

□ 申込方法　町土木建築課へ申込書を提出
※申込書は、町ホームページまたは　町土木建築課にあります。

美浜町木造住宅耐震診断等促進事業 検 索

耐震診断の結果に基づき、具体的な補強方法、
概算の工事費用について提案を行うもの

耐震診断
大地震での倒壊の可能性を判定する診断

□ 個人負担　一戸あたり 10,000円

補強プラン3件　(先着順)

木造住宅の耐震診断と補強プラン作成を補助します!

■申請方法
1． 申請書に必要事項を記入の上、JR美浜駅窓口にて切符の購入証明印を受けてください。
　  ※申請書は美浜駅または町まちづくり推進課で入手できます。
2．証明後20日以内に、申請書をJR美浜駅にご提出ください。
　  ※シニア利用者助成は、運転免許証または健康保険証の写しを添付してください。

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課(担当･南) 　 ☎32‐6701

町ホームページ

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください

助成事業名 対象者 助成額 限度額

団体旅行助成
(8人以上で構成する団体が、同じ
行程をもとに鉄道を利用した普通
団体旅行)

・町内に住所を有する者
団体割引後

運賃の5分の1

1人あたり

片道400円

学生団体等の助成
・町内の保育園児･小学生･中学生の

　団体(随行者含む)
小浜線区間の

運賃全額
なし

シニア利用者等の助成
・町内に住所を有する満65歳以上

　で、町税等の滞納がない者
　(その他助成との併用不可)

乗車券の

3分の1
1回の購入につき
1,000円/人

　 　町では、JR小浜線の利用促進を図るため、団体旅行を実施された方や

学生、高齢者等に対し、費用助成を実施しています。

■助成内容

募
集･

申
請
等

※お問い合わせ先 町土木建築課(担当･山口) 　 ☎32‐6707
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り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
場
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

11
月
14
日(

木)

　
　

①
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
　

②
午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
　

③
午
後
6
時
30
分
〜
7
時
30
分

　
　

④
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

●

対
　
象

ど
な
た
で
も

●

相
談
方
法

　

※
い
ず
れ
か
の
時
間
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
③
・
④
は
事
前
予
約
の
み
対
応
で
す
。

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

会
議
室
3

①
来
所
に
よ
る
面
談

　
②
電
話

　

③
オ
ン
ラ
イ
ン

※
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

費
　
用

無
料

●

申
　
込

　

事
前
予
約
が
必
要
で

す
が
、
空
き
が
あ
れ
ば

当
日
受
付
も
で
き
ま
す
。

↑申込はこちら

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

中
村
）

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

①
②
の
時
間
帯
は
県
ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
社
会
福
祉
士
等
、

③
④
の
時
間
帯
は
社
会
福
祉
士
や
保
健
師

等
が
対
応
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
等
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●

そ
の
他

お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン
韓
国
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

●

場
　
所

県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

(

敦
賀
市)

●

講
　
師

韓
国
東
海
市
職
員　

チ
ェ
ホ
ジ
ン
氏

●

内
　
容

韓
国
文
化
の
紹
介

(

観
光
・
料
理
・
ハ
ン
グ
ル
等)

●

定
　
員

20
人(

要
申
込
、
先
着
順)

１
０
０
円

(

韓
国
の
り
の
お
土
産
付
き)

●

参
加
費

電
話
、
県
国
際
交
流
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
来
所
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●

申
込
方
法

美
浜
町
子
ど
も･

子
育
て

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

11
月
12
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●

日
　
時

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

○
育
児
講
座

｢

こ
と
ば
に
つ
い
て
お
し
え
て｣

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

対
　
象

10
月
28
日(

月)

〜
11
月
11
日(

月)

●

申
込
み

●

定
　
員

10
組

11
月
19
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

●

日
　
時

○
育
児
講
座

｢

骨
盤
底
筋
ケ
ア｣

11
月
5
日(

火)

〜
18
日(

月)

●

申
込
み

●

場
　
所

は
あ
と
ぴ
あ　

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

町
内
在
住
の
在
宅
児
親
子

●

対
　
象

●

定
　
員

10
組

町
子
ど
も･

子
育
て

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

担
当
・
濵
野)

☎
32
‐
０
１
９
２

問

教
室･

講
座･

説
明
会
等

介
護
入
門
研
修
会
&

　
　

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア
の

　
　
　
　

日
程
が
変
更
と
な
り
ま
す

　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会
嶺
南
支
所

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
７
８
３
３

問
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た｢

介
護
入
門

研
修
会
&
ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア｣

の

日
程
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

11
月
23
日(

土
・
祝)

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
4
時

●

日
　
時

●

会
　
場

は
あ
と
ぴ
あ

●

そ
の
他

　

詳
細
は
、広
報
み
は
ま
10
月
号
ま
た
は
、

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

介護入門研修
はこちら

就職フェア
はこちら

●

参
加
料

無
料

　
　

(

公
財)

県
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
　
　

県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
０
‐
21
‐
３
４
５
５

問

美浜西小学校前宅地分譲地の販売のお知らせ
　町では、人口減少対策として、若者や子育て世代に魅力のある
住宅分譲地を整備しています。

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課(担当・久木)  ☎32‐6701

美浜西小学校

第1期分譲地：

第2期分譲地：

□1期分譲(6区画)　4区画分譲中
募集期間：令和6年12月20日まで(申込み状況に応じて延長します)

□2期分譲(6区画)　令和6年11月  分譲開始予定
分譲価格等の詳細は、今後広報みはまや町ホームページ等で

お知らせします。

11
月
23
日(

土
・
祝)

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
4
時

●

日
　
時

※申込書締め切りは、11月29日(金)までとなります。
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 停止中(令和6年10月15日～)

第
２
２
1
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

10
月
3
日
に
、
第
２
２
１
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
町
役
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
、

発
電
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す

る
福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会

の
報
告
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
発
電

所
の
状
況
や
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設

の
設
置
に
係
る
国
へ
の
申
請
状
況
、
青
森

県
六
ケ
所
村
の
再
処
理
工
場
の
竣
工
延
期

に
伴
う
使
用
済
燃
料
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
関
西
電
力
㈱
と
の
主
な
質

疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

↑第221回美浜町原子力環境安全監視委員会

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て

答

　
　
　
　

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
で

保
管
す
る
輸
送
・
貯
蔵
兼
用
キ
ャ
ス
ク

は
、
個
別
に
格
納
す
る
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
地
震
や
竜
巻
、
飛
来
物
の
衝
突
等

に
よ
る
影
響
を
考
え
、
全
体
を
覆
う
建
屋

が
あ
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
方
式
が
あ
る
な
か

で
、
発
電
所
の
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
い

か
に
効
率
よ
く
活
用
し
、
安
全
性
が
確
保

で
き
る
か
を
検
討
し
た
結
果
、
個
別
に
格

納
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。

問使
用
済
燃
料
対
策

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
　
　
　

先
日
、
知
事
と
関
西
電
力
の
森

社
長
が
面
談
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し

に
係
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

問

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
が
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
場
合
、
40
年
超
の
発
電
所
は
停

止
す
る
と
い
う
発
言
が
あ
り
、
非
常
に
憤

り
を
感
じ
て
い
る
。
地
元
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

答

　
　
　
　

原
子
力
発
電
所
の
運
営
は
、
地

元
の
皆
様
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
の
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
使
用
済
燃
料

対
策
に
つ
い
て
、
昨
年
10
月
に
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
示
し
て
か
ら
1
年
経
た
な
い
う

ち
に
見
直
し
と
な
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け

止
め
、
最
大
限
の
決
意
を
も
っ
て
取
り
組

む
と
い
う
発
言
だ
と
受
け
止
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利
用
に
つ
い
て

　
　
　
　

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
を
使
用
す
る
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ

は
廃
炉
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
発
電
で
少
し
ず
つ
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
利
用
し
て
い
る
状
況
だ
と
思
う
が
、

関
西
電
力
の
発
電
所
で
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
ど

れ
だ
け
消
費
で
き
て
い
る
の
か
。

問答

　
　
　
　

高
浜
3
・
4
号
機
で
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃

料
を
調
達
で
き
た
際
は
、
約
0
．
7
ｔ
の

燃
料
を
装
荷
し
て
い
る
。
3
・
4
号
機
双
方

に
装
荷
で
き
る
場
合
は
、
年
間
約
1
．
4

ｔ
の
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
を
消
費
し
て
い
る
。

〇輸送・貯蔵兼用キャスクの設置方法

再
処
理
工
場
に
つ
い
て

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
再
処
理
工
場
竣
工

延
期
を
み
る
と
、
本
当
に
日
本
で
再
処
理

問

答

　
　
　
　

再
処
理
工
場
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
か
ら
試
運
転
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中

で
実
際
に
燃
料
の
せ
ん
断
・
分
離
等
全
体
の

試
験
は
完
了
し
て
い
る
。
技
術
的
に
再
処
理

で
き
る
が
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
を
受
け
て
策
定
さ
れ
た
新
規
制
基
準
へ
の

対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
我
々
と
し
て

も
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
対
応
し
て
い
く
。

【再処理の行程】

出典：日本原子力文化財団　原子力総合パンフレット

美
浜
発
電
所
3
号
機
の

原
子
炉
を
手
動
停
止

10
月
5
日
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

の
美
浜
3
号
機
に
お
い
て
、
巡
視
点
検
中
の

運
転
員
が
、
１
次
冷
却
水
ク
ー
ラ(

※
1)

の
海
水
系
統
戻
り
母
管(

※
2)

3
系
統

(

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ)

の
う
ち
、
Ｃ
系
統
母
管
の

2
箇
所
に
塩
の
析
出
が
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
日
に
当
該
配
管
の
肉
厚
を

測
定
し
た
と
こ
ろ
、
直
径
約
3
㎜
と
約
6
㎜

の
微
小
な
穴
が
見
つ
か
り
、
そ
の
周
辺
に
配

管
の
減
肉
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

関
西
電
力
㈱
は
15
日
に
美
浜
3
号
機
を
停

止
し
、
原
因
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
事
象
が
発
生
し
た
箇
所

に
つ
い
て
は
、
1
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
等
の

機
器
の
冷
却
水
と
熱
交
換
す
る
海
水
系
統

で
あ
り
、
放
射
性
物
質
を
含
む
系
統
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
環
境
へ
の
放
射
能
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
事
象
の
報
告
を
受
け
戸
嶋
町
長
は
、

関
西
電
力
に
対
し
て
原
因
調
査
の
徹
底
を

指
示
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
再
発
防

止
対
策
を
講
じ
、
社
内
で
し
っ
か
り
と
水

平
展
開
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
事
業
者
の

対
応
を
確
認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
1

1
次
系
の
ポ
ン
プ
や
モ
ー
タ
ー
等
で

発
生
し
た
熱
を
除
去
す
る
た
め
の
冷

却
水
を
海
水
に
よ
り
冷
却
す
る
機
器

微小な穴
(A：約 3mm　B：約 6mm)

塩の析出

海水の流れる方向

※微小な穴の周辺に減肉を確認

○戻り配管　仕様

・外径：609.6mm

・厚さ：12.0mm

・材質：炭素鋼

事象発生箇所

が
可
能
な
の
か
疑
問
で
あ
り
、
事
業
者
と

し
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

※
2

1
次
冷
却
水
ク
ー
ラ
出
口
か
ら
海
水

を
海
へ
放
出
す
る
配
管
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ふるさと昔
よもやま話

2024.11 月号21 20広報みはま

　■ 児童相談所全国共通ダイヤル　　 　  ☎ 189

　■ 県児童相談24時間ダイヤル　　 　  ☎ 0776‐ 24‐ 3654

　■ 敦賀児童相談所　                    　   ☎ 0770‐ 22‐ 0858

　■ 町子ども・子育てサポートセンター　 ☎ 0770‐ 32‐ 0192

(150)

　

今
年
7
月
、
国
吉
城
主
粟あ
わ
や屋
越え
っ
ち
ゅ
う中

守の
か
み

勝か
つ
ひ
さ久
の
末
裔
に
当
た
る
方
が
、
若

狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
勝
久
の
子
孫
に
は
、
江

戸
時
代
、
豊ぶ
ん
ご
の
く
に

後
国
臼う
す
き杵
藩(

大
分
県
臼

杵
市)

の
家
老
を
務
め
た
系
統(

臼
杵
粟

屋
氏)

が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
末
孫
に

当
た
る
方
が
現
在
、
臼
杵
市
内
で
書
家

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
祖
の

勝
久
は
和
歌
に
秀
で
て
い
た
と
伝
わ

り
、
文
芸
に
篤
い
先
祖
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
出
来
事
に
関
連
し
て
、今
月
は
、

国
吉
城
主
粟
屋
越
中
守
勝
久
を
テ
ー

マ
に
述
べ
て
い
き
ま
す
。勝
久
は
若
狭
武

田
氏
の
重
臣
で
、越
前
朝
倉
氏
の
侵
攻

を
防
い
だ｢

難
攻
不
落｣

の
国
吉
城
を
築

き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、佐
田
の
地
侍

田た
な
べ辺
半は

ん

だ

い

太
夫
が
、江
戸
時
代
に
ま
と
め

た
軍
記『
国
吉
籠
城
記
』(

以
下『
籠
城

記
』)

で
知
る
こ
と
が
で
き
、現
在
も
数
多

く
の
写
本
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
そ
の
実
名
は｢

勝
久｣

で
は
な

く｢

勝
長｣

と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
ま
し

た(

松
浦
義
則｢

戦
国
末
期
若
狭
支
配
の

動
向｣)

。｢

籠
城
記｣

写
本
の
多
く
が
城

主
粟
屋
越
中
守
の
実
名
を｢

勝
久｣

と
伝

え
ま
す
が
、
そ
の
一
部
に｢

勝
長｣

と
記

す
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
苗
字

は
未
詳
で
す
が
、
戦
国
時
代
に
三
方
郡

東
部
の
支
配
権
を
有
し
た｢

勝
長｣

の
存

在
や
、
同
時
代
の
若
狭
国
に
存
在
し
た

｢

粟
屋
越
中
守｣

の
家
来
の
名
を
踏
ま
え

て
、
国
吉
城
主
の
実
名
が｢

勝
長｣

だ
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、先
祖
の
武
功
に
肖
り
、同
じ

名
を
名
乗
る
等
、戦
国
武
将
が
実
名
を

改
め
る
事
例
は
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

粟
屋
氏
に
お
い
て
も｢

勝
久｣

や｢

勝
長｣

と
名
乗
っ
た
当
主
が
存
在
し
、越
中
守

が｢

勝
久｣

や｢

勝
長｣

を
名
乗
っ
た
こ
と

は
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も｢

久｣

と｢

長｣

の
字
形
が

異
な
り
、筆
写
の
際
に
書
き
誤
っ
た
可

能
性
は
低
く
、ま
し
て
や『
籠
城
記
』の

筆
者
田
辺
半
太
夫
が
、自
ら
の
主
人
の

名
を
書
き
誤
る
こ
と
は
考
え
難
い
と
い

え
ま
す
。で
は
、越
中
守
が「
勝
久
」を
名

乗
っ
て
い
た
根
拠
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
吉
城
を
去
っ
た
越
中
守
は
、
羽

柴
秀
吉
に
仕
え
、一
説
に
は
天
正
13
年

(

１
５
８
５)

に
没
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。佐
柿
の
徳
賞
寺
に
残
る
位
牌
に
は

｢

勝し
ょ
う
き
ゅ
う
い
ん
で
ん
し
ゅ
ん
お
う
げ
ん
ち
ゅ
う
だ
い
こ
じ

久
院
殿
俊
翁
現
仲
大
居
士｣

と
戒

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
が
根
拠

の
一
つ
で
す
。　

ま
た
、一
説
に
は
、天
正

13
年
以
降
も
生
き
て
お
り
、そ
の
裏
付

け
と
し
て
、同
16
年
、秀
吉
の
御お
と
ぎ
し
ゅ
う

伽
衆

大お
お
む
ら村
由ゆ
う
こ己
が
催
す
連れ

ん

が

え

歌
会
に｢

粟
屋
越

中
守
入
道
勝
久｣

な
る
人
物
の
出
席
が

確
認
さ
れ
ま
す(

『
言と
き
つ
ぐ
き
ょ
う
き

継
卿
記
』)

。こ
の

こ
と
か
ら
、
秀
吉
に
仕
え
た
の
ち
、
大

坂
に
召
し
出
さ
れ
、時
期
は
定
か
で
な

い
が
勝
久
と
名
乗
り
、ま
た
出
家
し
て

い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、

こ
れ
は
傍
証
か
ら
の
考
察
で
あ
り
、再

考
の
余
地
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。当
館

で
は
、今
後
も
調
査
を
続
け
て
い
き
ま

す
。　

（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）

～国吉城主・粟屋越中守の　　　
　実名について～　

短
　
歌

美
浜
町
短
歌
協
会

「勝長」と記された『籠城記』(左 ) と
「勝久」と記された『籠城記』(右 )

放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･ 子育てに関する健康 ･福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

～189( いちはやく )　気づいてあげて　そのサイン～

※ お問い合わせ先　町健康福祉課 (担当・北澤)　  ☎32‐6704

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

髙
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

朝
仕
事
終
え
て
ゆ
つ
く
り
お
茶
を
飲
む

　
　
　
一
人
の
暮
ら
し
侘
び
し
き
も
の
よ

ほ
つ
と
し
て
空
見
上
ぐ
れ
ば
夕
茜

　
　
　
　
地
蔵
盆
す
み
ひ
と
夏
終
は
る

歌
に
あ
り
白
き
こ
ぶ
し
の
咲
く
春
と

　
　
　
　
　
花
見
ぬ
年
は
異
常
気
象
か

秋
風
に
笛
の
音
太
鼓
流
れ
来
る

　
　
　
　
日
吉
の
宮
へ
仕
上
げ
の
甚
句

長
月
に
入
り
て
夕
刻
吹
く
風
に

　
　
　
　
に
わ
か
に
野
良
は
人
影
忙
し

ふくい健康長寿祭2024に参加しました

種　目 参加人数 (美浜町 )

ゲートボール 5チーム・26人

ペタンク 1チーム ･4人

グラウンド・ゴルフ 1チーム・7人

健康麻雀 1人

将棋 1人

■参加種目

ゲートボール

ペタンクグラウンド・ゴルフ

　9月15日に、ふくい健康長寿祭2024が大野市と勝山市で開催されました。

　同イベントは、県と県社会福祉協議会の主催で、高齢者の生きがいづくりを目的として開催されたス

ポーツ・文化交流大会です。ゲートボールでは、美浜町北田チームが3位に入賞されました。

　美浜町の参加者は下記の種目でご活躍されました。

こども虐待防止
オレンジリボン

　児童虐待は、どの家庭でも起こる可能性があります。

虐待かもしれないと思ったら、ためらわずにご連絡ください。

連絡した人の秘密は守られます。

11月は
｢児童虐待防止推進月間 ｣です

※ お問い合わせ先
町子ども・子育てサポート
センター　(担当・幸光)
☎32‐0192

連絡はこちらへ
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9/1～9/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

岩 田 記 子 早 瀬 84 谷 島 和 子

田　辺　フミヱ 笹 田 88 田 辺 　 正

藤 本 秀 雄 新 庄 89 藤 本 庄 一

福 田 敏 朗 佐 柿 86 中 村 昌 史

菊 地 厚 二 早 瀬 72 菊 地 文 枝

田　村　千佳江 興道寺 76 田 村 和 洋

武 田 正 剛 久々子 93 武 田 修 一

髙 木 静 子 新 庄 97 髙 木 義 則

奥 井 正 子 興道寺 87 奥 井 　 透

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

津 田 樹
い ぶ き

吹 男 祐司・沙弥 山 上

田 邉 　 葵
あおい

女 　樹・瑞紀 金 山

藤 本 翔
か な た

向 男 雄土・恭子 木 野

伊 達 凪
な ぎ と

杜 男 陽介・博美 佐 田

田 邊 暖
は る の

乃 女    雄・亜純 郷 市

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

人口の動き

※ 町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口総数　　　　8,709人(－ 11)

男　　　　　　　4,299人(－   4)

女　　　　　　　4,410人(－   7)

世帯数　　　　　3,625世帯(－  3)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

  5人

15人

11人

20人

386人(+ 1) 

はじめてバースデー
11月に満1歳を迎えるお子様を紹介します。

HAPPY BIRTH DAY
｢はじめてバースデー｣への

掲載案内は、誕生月の前々

月に送付しています。

ぜひ、ご応募ください。

広報クイズ

　広報みはま11月号を読んで、①～⑤番の丸印をひらがな・

カタカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、

等も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、あ

る言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法
　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大
歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-
1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。
メールで応募される方は、次のアドレスに送信して
ください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【二次元コード】

　締め切りは、11月8日(金)(消印有効)です。正解者
の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●10月号の答え　　けいろうのひ(敬老の日)
●応募者総数は15人で全員正解でした。当選の発表
は、記念品の発送をもってかえさせていただきま
す。

○

①美浜西小学校前宅地

　●〇〇　〇〇の販売のお知らせ

②令和5年度美浜町の〇　〇●〇〇〇〇

③ 児童虐待防止〇〇〇〇〇　●〇

④●〇〇〇〇〇〇には許可が必要です

⑤11月23日｢勤労〇〇〇　〇●｣〇

清
水   

柚ゆ

あ亜
ち
ゃ
ん

(
山
上)

父･

久
永
さ
ん

母･

圭
美
さ
ん

11.6    い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

毎
日
楽
し
い
よ
！
パ
パ
マ
マ
大
好
き
♡

令和6年10月1日現在※(　)は前月比

氏　名 住　所

久　木　拓　人　& (宮　内)　 佑依子 郷　市

宮　下　海　誓　& (山　口)　 奈　桜 日　向

◎ご結婚

まちびとまちびと

今年、米寿(88歳)を
　　　　　　　迎えられた

＊長寿の秘訣を教えてください。
　毎日歩くことだと思います。教師時代に受けた健康診断を

きっかけに健康のために歩くようになり、その頃から歩くこと

を大事にしています。今は、毎日5,000歩を目標に歩くことを

心掛けています。

＊今後、どんな生活を送りたいですか。
　できないことが増えてくるとは思いますが、今までのように

朝と夕方のお勤めをこれからも続けていきたいですし、毎日歩

くことを忘れずに、元気で楽しく過ごしていきたいです。

橘　惠
え き ょ う

慶　さん (丹生)
(関連第11頁)

〇

〇

〇

浜
野   

誠ま
さ
と仁
く
ん

(

早
瀬)

父･

秀
章
さ
ん

母･

夕
衣
さ
ん

11.29    早
瀬
の
お
ぼ
っ
ち
ゃ
ま
！
特
技
は

高
速
ハ
イ
ハ
イ
＆
大
食
い
。
よ
ろ
し
く
ね
♡
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、10月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

11 月の納税 [納期限 12/2（月）] ※納付は口座振替が便利です。

国民健康保険税 (5期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和6年 11 月

15（金）

16（土）

14（木）

13（水）

12（火）

11（月）

10（日）

9（土）
8（金）

7（木）

6（水）

5（火）

4（月）

3（日）

1（金）
2（土）

27（水）

26（火）

25（月）

24（日）

23（土）

21（木）
22（金）

20（水）

19（火）

18（月）

17（日）

28（木）

30（土）
29（金）

少
し
前
ま
で
、真
夏
の
よ
う
な
暑
さ
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
朝
夕
が
冷
え
込
み
、

や
っ
と
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。秋
と
い
え
ば
、「
芸
術
の
秋
」「
食
欲

の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」等
、秋
の
楽
し
み
方

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　

今
月
は
、美
浜
町
民
レ
ガ
ッ
タ
や
は
ま
な
び

フ
ェ
ス
タ
、鯖
サ
ミ
ッ
ト
等
の
催
し
、11
月
に

は
、な
び
あ
す
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
や
み
は
ま
シ

ナ
プ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、美
浜
町
ハ
ー
ト
フ
ル

ウ
ォ
ー
ク
等
の
た
く
さ
ん
の
催
し
が
予
定
さ

れ
、ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
秋
を
楽
し
め
る
よ
う
な

企
画
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

冬
が
来
る
と
、な
か
な
か
外
出
や
運
動
も
難

し
く
な
り
ま
す
。私
も
取
材
を
兼
ね
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
た
い
で
す
し
、

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
思

い
切
り
秋
を
満
喫
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
隼
）

  

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)
  なびあすアートフェスタ2024文化交流祭
　　　　　　　　　　　　　　　(なびあす)～10日
  みはまシナプスプロジェクトイベント
  　わたしたちの｢学び｣を届けよう！
　　　　　　　　　　　　(にぎわいゾーン)～4日
  文化の日

  振替休日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

10:00～ミニさくらんぼ(佐田公民館)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)
10:00～なびゲーランド(なびあす)

  

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
14:00～美浜町音楽学習発表会(なびあす)

  9:00～美浜町ハートフルウォーク2024

　　　　　　　　　　　　　　(北西郷公民館)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

15:00～町民人権講座(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談

　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  勤労感謝の日

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診

　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)  

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


